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THE ROBOT AWARD 2007

TEPIA外観

「今年のロボット」大賞2007
The Robot Award 2007

経済産業省、社団法人日本機械工業連合会、独立行政法人中小企業基盤
整備機構、日本経済新聞社

財団法人機械産業記念事業財団、社団法人日本ロボット工業会、社団法人
日本ロボット学会、社団法人日本機械学会

「今年のロボット」大賞(経済産業大臣賞)・・・・・1件
優秀賞の中から、審査基準に基づいて最も優れたロボット又は部品・ソフトウェ
アに授与
最優秀中小・ベンチャー企業賞(中小企業庁長官賞)・・・・・1件
優秀賞の中から、「中小企業ならではの柔軟な発想」などを活かした最も優秀
なロボット又は部品・ソフトウェアに授与
日本機械工業連合会会長賞・・・・・1件
優秀賞の中から、ロボット産業の振興において特に優れたロボット又は部品・ソ
フトウェアに授与
中小企業基盤整備機構理事長賞・・・・・1件
優秀賞の中から、特に中小企業分野でのロボット産業の振興において、優れ
たロボット又は部品・ソフトウェアに授与
優秀賞・・・・・各部門数件、合計10件程度
部門ごとに、審査基準に基づいてロボットを1～4件程度選出し、合計10件程
度に授与(2007年は13件が選ばれた)
※2007年は、審査委員会からの提案で「審査委員特別賞」1件を授与

平成19年7月18日(水)～9月7日(金)(当日消印有効)

今年(平成18年9月1日から平成19年8月31日の期間とする)日本国内で活躍し
たロボット、又は部品・ソフトウェア。部品は、中小企業だけでなく、一般企業、大
学、研究機関でも応募できるようになり、ソフトウェアも対象とした。

サービスロボット部門／産業用ロボット部門／公共・フロンティアロボット部門
／部品・ソフトウェア部門

「今年のロボット」大賞展2007
 (受賞ロボット展示、記念シンポジウム、The news of Robot 2007)

平成19年6月29日(金) 第一回推進委員会
平成19年7月18日(水) 募集開始
平成19年9月7日(金) 募集締切
平成19年11月27日(火) 優秀賞の発表
平成19年12月20日(木)
「今年のロボット」大賞ほか各賞の発表(13:00)、表彰式(16:00～)、
レセプション(17:30～)
平成19年12月21日(金)
記念シンポジウム(13:30～17:10) TEPIA4Fホールにて(入場無料)
展示会(10:00～17:00)TEPIA3F エクジビションホールにて(入場無料)

平成19年12月22日(土)
展示会(10:00～17:00)TEPIA3F エクジビションホールにて(入場無料)

平成20年2月14日(木)  第二回推進委員会

名　称

主　催

協　力

表彰位

募集期間

募集対象

部　門

イベント

THE ROBOT AWARD 2007

プロジェクト概要

本制度は、下記目的において2006年に創設され、2007年も引き続き実施さ
れた。
ロボット技術（RT）は、情報技術、エレクトロニクス、機械工学、素材技術といっ
た幅広い要素技術を統合することで生み出される。我が国のロボット技術の
優位性を活かしつつ、次世代ロボット産業を育成することは、我が国の科学技
術に更なる発展をもたらすだけでなく、その実用化が進むことにより、急速な少
子高齢化が引き起こす労働力不足の解消や、安全・安心な社会の実現にも
貢献すると期待されている。
このため、その年に活躍し、かつ、将来の市場創出への貢献度や期待度が高
いと考えられるロボットやロボット部品を表彰する制度「今年のロボット」大賞を
創設した。これにより、ロボット技術の開発と事業化を促進し、技術革新と用途
拡大を加速するとともに、社会に役立つロボットに対する国民の認知度を高
め、ロボットの需要を喚起することを目指していきたい。
本制度は、主催4者およびロボット産業関係者により構成される推進委員会
にて審査基準や部門、賞の種類など表彰制度のあり方などを検討・策定した。
そして、推進委員会で定められた基準に基づいて、公募し、審査委員会が表彰
対象の選定を行った。

【審査委員長】
三浦 宏文 工学院大学 学長
【審査委員】
木崎 健太郎 「日経ものづくり」 編集長
鈴木 一義 国立科学博物館 主任研究官
関口 照生 写真家/株式会社アイ・バーグマン 代表取締役
瀬名 秀明 作家/東北大学工学研究科 特任教授
田中 里沙 「宣伝会議」 編集長
中川 友紀子 株式会社アールティ 代表取締役
比留川 博久 産業技術総合研究所知能システム研究部門 副部門長
向殿 政男 明治大学理工学部 学部長
【技術小委員会委員長】
比留川 博久 産業技術総合研究所知能システム研究部門 副部門長
【技術小委員会委員】
淺間 一 東京大学人工物工学研究センター 教授 
大道 武生 名城大学理工学部機械システム工学科 教授 
小菅 一弘 東北大学工学研究科バイオロボティクス専攻 教授
菅野 重樹 早稲田大学理工学術院 教授
松本 吉央 大阪大学大学院工学研究科知能・機能創成工学専攻 教授 
(敬称略・50音順)

シンボルマークは、「今年のロボット」大賞におけるロボットの定義である、「セン
サー、知能・制御系、駆動系の3つの技術要素を有する、知能化した機械シス
テム」を表現した。

「今年のロボット」大賞について

シンボルマーク
スケジュール

審査委員会
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THE ROBOT AWARD 2007

募集対象

募集部門

募集方法

募集期間

応募資料

審査基準

審査方法

THE ROBOT AWARD 2007

募集要項

「今年のロボット」大賞の公式ウェブページから応募エントリーを行った後、応

募用紙をダウンロードし必要事項を記入。別途ロボットの動作が確認できる映

像等の資料も添付。

平成19年7月18日(水)～9月7日(金)(当日消印有効)

（1）応募用紙への記入事項

・ ロボット（部品・ソフトウェア）開発の背景・動機、目的、企画開発における苦労・工夫

・ ロボット（部品・ソフトウェア）の「社会的必要性」についての説明

・ ロボット（部品・ソフトウェア）の「ユーザーの視点に立った評価」についての説明

・ ロボット（部品・ソフトウェア）の「技術的先進性」についての説明

・ ロボット（部品・ソフトウェア）に関する特許・論文・受賞・報道

（2）ロボット（部品・ソフトウェア）の写真

（3）ロボットの動作が確認できる動画

（4）その他の資料

・ 企業パンフレット、紹介記事等

実社会において役に立つロボットやロボット技術を応援することを目的とした

ため、審査においては、第一に、ロボットの「市場創出への貢献度・期待度」を

「社会的必要性」と「ユーザーの視点に立った評価」の２つの視点から評価

し、第二に「技術的先進性」を評価した。

(1)社会的必要性

導入・販売の実績、メリットの大きさ、公益性、ニーズの強さ など

（2）ユーザーの視点に立った評価

利便性、実用性、経済性、デザイン性、維持コスト など

（3）技術的先進性

安全性、新規性、技術的安定性、動作環境の汎用性や操作性 など

審査においては、（1）～（3）を総合的に評価する場合や、（1）・（2）・（3）どれか

が特に優れているものを、選ぶ場合もあった。

有識者で構成される審査委員会による一次審査、二次審査による選考を経

て、受賞者の決定を行った。

（1）主催者による応募書類チェック

応募資格、記載内容等についてのチェック

（2）審査委員会による一次審査

書類と映像による審査　⇒　13件の「優秀賞」の選出

（3）技術小委員会による「優秀賞」受賞ロボットの技術的評価

必要に応じて現地調査を行った。

（4）審査委員会による二次審査

書類・映像及び「優秀賞」受賞者のプレゼンテーションによる審査　⇒ 　

「今年のロボット」大賞、最優秀中小・ベンチャー企業賞、日本機械工業連合

会会長賞、中小企業基盤整備機構理事長賞、審査委員特別賞を決定

募集対象となるのは、今年(平成18年9月1日から平成19年8月31日の期間と
する)、日本国内で活躍したと思われるすべてのロボットのうち、審査委員に当
該ロボットを十分に審査する機会が与えられることが可能であるもの、また、それ
らを構成するロボット部品やソフトウェアとした。
本事業における「ロボット」とは、「センサー、知能・制御系、駆動系の3つの
技術要素を有する、知能化した機械システム」のことを意味する。したがって、
「カーナビ」や「検索ロボット」は、駆動系を有さないため、ロボットの定義から外
れる一方、自動車や情報家電でも上記3要素を有するものは本事業の募集
対象とした。部品又はソフトウェアは、上記(ロボット)に搭載可能なものとした。
応募資格者は、応募対象となるロボット等を自薦及び他薦できる個人または企
業、大学、研究機関、団体とし、グループでの応募も可能とした。

[1]サービスロボット部門
オフィス、家庭、公共空間などで各種サービスを行うロボット
以下の例にあるような「製造業以外の現場で使用されることが想定されるロ
ボット」が該当する。(なお、[2]産業用ロボット部門及び[3]公共・フロンティア
ロボット部門に属さないロボットは、この部門に該当する)
<例>清掃ロボット、搬送ロボット、案内ロボット、警備ロボット、介護福祉ロボッ
ト、医療用ロボット、建設ロボット、メンテナンスロボット、農業支援ロボット、漁
業支援ロボット、家事支援ロボット、育児ロボット、通訳ロボット、受付ロボット、
パートナーロボット、エンターテインメントロボット、ペットロボット、トイロボット、教
育用ロボット、など

[2]産業用ロボット部門
工場などの生産現場で製造の一部を担うロボット
以下の例にあるような「製造業の現場で使用されることが想定されるロボット」
が該当する。
<例>溶接ロボット、電子部品実装ロボット、塗装ロボット、組立ロボット、工場
内搬送ロボット、検査ロボット、研磨ロボット、洗浄ロボット、など

[3]公共・フロンティアロボット部門
災害時の生存者探索、災害復旧、宇宙・深海調査など特殊な環境下で働くロ
ボット
以下の例にあるような「災害現場などの危険な場所や宇宙・深海などの特殊
環境において、営利を目的とせずに使用することが想定されるロボット」が該当
する。
<例>瓦礫内移動探査ロボット、瓦礫等除去ロボット、汚染環境作業ロボット、
深海探査ロボット、宇宙探査ロボット、災害復旧無人化施工ロボット、その他災
害現場や宇宙・深海などの特殊環境で非営利に使用されるロボット

[4]部品・ソフトウェア部門 (新設)
ロボットの一部を構成する部品又はソフトウェア。
ソフトウェアとしての募集対象は、以下のいずれかに該当するものとする。
(1)ロボットの機能を実現することで、そのロボットの活躍に貢献するソフトウェ
アで、その特徴を充分に説明することが可能なもの。
(2)ロボットの開発及び検証を支援するためのソフトウェアで、その利用がロボッ
トの活躍に貢献し、またその特徴を十分に説明することが可能なもの。

※なお、上記では、ロボット部品に対する個別のソフトウェアであっても、充分な
特徴を持ち、評価に値すると思われるものは対象となる。
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応募総数 審査委員会の総評

THE ROBOT AWARD 2007

受賞ロボット

「今年のロボット」大賞 （経済産業大臣賞）     

2台のM-430iAのビジュアル
トラッキングによる高速ハンドリング

ファナック株式会社

■受賞ロボット一覧

審査結果

優秀賞 サービスロボット部門 ───────────────────────────────

MR画像誘導下小型手術用ロボティックシステム
九州大学　株式会社日立製作所　株式会社日立メディコ　瑞穂医科工業株式会社　東京大学　早稲田大学

教育用レゴ マインドストームNXT
レゴジャパン株式会社レゴ エデュケーション

小型ヒューマノイドロボット HOAP
富士通株式会社　株式会社富士通研究所　富士通オートメーション株式会社

miuro(ミューロ)
株式会社ゼットエムピー

無軌道自律走行ロボット「血液検体搬送ロボットシステム」
松下電工株式会社

優秀賞 産業用ロボット部門 ─────────────────────────────────

2台のM-430iAのビジュアルトラッキングによる高速ハンドリング
ファナック株式会社

連結式医薬品容器交換ロボット
株式会社ツムラ　富士重工業株式会社

優秀賞 公共・フロンティアロボット部門 ──────────────────────────

血管内手術の技術トレーニングのための超精密人体ロボット イブ
ファイン・バイオメディカル有限会社　名古屋大学

消防ロボット
株式会社小松製作所　株式会社アイヴィス　株式会社アイデンビデオトロニクス　株式会社サイヴァース　株式会社マルマテクニカ

優秀賞 部品・ソフトウェア部門 ──────────────────────────────

HG1T/HG1H形小形ティーチングペンダント
IDEC株式会社

国際標準準拠のRTミドルウェア(OpenRTM-aist-0.4.0)
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　独立行政法人産業技術総合研究所　社団法人日本ロボット工業会

超小型高精度高出力トルクACサーボアクチュエータ
株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

ロボット・FA機器向けオープンネットワークインタフェース”ORiN”
株式会社デンソーウェーブ

最優秀中小・ベンチャー企業賞(中小企業庁長官賞)

miuro
(ミューロ)

株式会社ゼットエムピー

日本機械工業連合会会長賞

無軌道自律走行ロボット
「血液検体搬送ロボットシステム」

松下電工株式会社

中小企業基盤整備機構理事長賞

超小型高精度高出力トルク
ACサーボアクチュエータ

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

審査委員特別賞

MR画像誘導下小型
手術用ロボティックシステム
九州大学　株式会社日立製作所

株式会社日立メディコ　瑞穂医科工業株式会社
東京大学　早稲田大学

「今年のロボット」大賞2007では、農業、建設業、製造業、サービス業、教育、

ホビー、災害対応に至るまで様々な分野から、延べ82件の応募をいただきまし

た。御応募いただいた方々に、深く感謝いたします。

審査委員会では、「社会的な必要性」、「ユーザーの視点に立った評価」、そして

「技術的先進性」の観点から、審査が行われました。

まず、「サービスロボット部門」では、ロボット技術が多様な分野に展開されるこ

との好例ともいえる、ユニークな音楽ロボットが登場しました。今後、更なる市

場拡大への貢献が、強く期待されます。

また、検体検査サービスにおいても、ロボットシステムが検体搬送を担い、生産

性・信頼性向上に貢献しています。清掃サービス分野での活躍が注目された

「今年のロボット」大賞2006に引き続き、サービス分野の生産性・信頼性など

の向上において、ロボットが活躍していることが示されました。

さらに、医療分野では、高い技術先進性により外科手術の高度化・安全化に

貢献する、社会的意義の高い手術支援システムが登場しました。早期の市場

化が望まれます。教材や研究開発用として活用されるロボットも着実に市場を

拡大しています。

優れたロボットが多数ひしめく中、本部門では、安全性の確保を含めたユー

ザーのニーズに対応し、実際の社会で活躍しているかどうか、また、今後、どのよ

うに活躍していくのかが、特に評価のポイントとなりました。

「産業用ロボット部門」では、製造現場などで活躍し、日本の産業を支えるロボッ

トが集まりました。従来、産業用ロボットの主な活躍の舞台であった自動車や

情報通信といった分野から、食品や医薬品などの新たな分野へのロボットの

導入が進んでいます。これまで培われてきたロボット技術に加え、新たな市場を

開拓するために要求される技術を開発し、生産性の向上や品質の確保に大き

く貢献しています。

「公共・フロンティアロボット部門」では、災害現場や専門技術のトレーニングな

ど、特殊な環境において活躍するロボットが集まりました。特に、消防や医療技

術トレーニングなど社会的、人道的にも必要性が高いロボットの導入が、幅広

い分野において進みつつあります。

最後に、「部品・ソフトウェア部門」では、ロボットの性能の向上や、安全性の確

保、開発コスト低減、コンピュータとの連携促進など、ロボットの開発や実用化

を、強力にバックアップする部品・ソフトウェアが集まりました。ロボットは、様々な

要素技術の摺り合わせによって構成されているため、今後も、ロボットの部品・

ソフトウェアの高度化や低コスト化の進展を期待します。

全体として、今回惜しくも優秀賞に入らなかったロボット及び部品・ソフトウェア

も含め、現時点でも技術的なレベルの高さに加え、顧客の潜在的なニーズを

探り、安全性、利便性、デザイン、経済性の面での改良を重ね、実用化してい

る例が、数多くみられました。

今回の受賞に関わらず、御応募いただいたものの中からも、次回の「今年のロ

ボット」が誕生してくることも十分に予感される内容でした。今後も、皆様のこの

ような取組が継続されることにより、ロボット産業がさらに発展し、より豊かな社

会が実現されることを期待しています。

応募総数 : 82件

サービスロボット部門 : 49件

産業用ロボット部門 : 6件

公共・フロンティアロボット部門 : 12件

部品・ソフトウェア部門 : 15件

「今年のロボット」大賞2007では、13件を優秀賞として選び、その中から、「今

年のロボット」大賞(経済産業大臣賞)1件、最優秀中小・ベンチャー企業賞(中

小企業庁長官賞)1件、日本機械工業連合会会長賞1件、中小企業基盤整

備機構理事長賞1件、審査委員特別賞1件を決定した。

表彰式は12月20日(木)、TEPIA3Fエクジビションホール・ホワイエ特設表彰

式会場にて行なわれ、「今年のロボット」大賞(経済産業大臣賞)には、甘利明

経済産業大臣よりトロフィーと表彰状が授与された。
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受賞ロボットの紹介　「今年のロボット」大賞 （経済産業大臣賞）     

審査委員会講評

これまで蓄積されてきたロボット技術に加え、高速性、連続稼動性、清

潔性、洗浄性、耐薬品性などの機能を備えることで、新規市場でのニー

ズを満たし、食品・医薬品分野という新たな活躍の場を開拓したロボット

である。加えて、画像認識・処理した物品の情報を高速フィードバックし、

コンベア上を不規則かつ高速で流れてくる物品にも対応できることや、

アームロボットを3台以上に拡張でき、更なる作業効率向上や、より複

雑な作業への対応も期待できることなど、技術的先進性も高く評価さ

れた。

食品・医薬品分野は、比較的人手や専用機での作業が多いとされる

が、本ロボットは、その製造コストの削減に貢献している。さらに、安全・

安心が求められる同分野において、高い品質の実現に貢献し、市場を

拡大している。今後も、更なる市場の拡大が期待されるとともに、ロボッ

ト技術の新規分野への展開の成功事例として、「今年のロボット」大

賞にふさわしいと評価された。

大賞トロフィー

プロ職人による搬出入

解説パネル

ブース展示パネル

展示ブース

シンポジウムで講演する榊原氏受賞の喜びを伝える稲葉社長

説明をうける甘利大臣

ハンドリング動作の実演

完全中空構造のアーム

ロボットの目からの映像

大賞発表のプレス説明会 ロボットの内部構造展示 多くのメディアが注目

開発メンバー
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受賞ロボットの紹介　最優秀中小・ベンチャー企業賞(中小企業庁長官賞)

審査委員会講評

これまでにないロボットのイメージを打ち出しており、新たな市場の創出

を期待させるユニークなロボットである。音響機器としての基本性能に、

自律移動等のロボット技術を融合させるとともに、ユーザーの操作のし

やすさなどにも配慮し、生活の中で使われるロボットの在り方の一例を

提示している。また、ロボット技術の活用分野の拡がりを示す好例とし

て、ロボットのコンセプトの拡大に貢献している。

このように、中小企業ならではの柔軟な発想を活かして、新たな市場

の開拓に取り組んでいる点が高く評価され、今回「最優秀中小・ベン

チャー企業賞」の受賞となった。

シンポジウムで講演する谷口氏受賞の喜びを伝える谷口氏

甘利大臣と談笑プレス説明会 受賞の盾新発想のmiuro

来場者説明

レセプションにて

自立制御

ダンスに興味津々の子ども

展示ブース
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受賞ロボットの紹介　日本機械工業連合会会長賞

審査委員会講評

複数台の自律移動ロボットが搬送作業を行うロボットシステム。夜間作

業が発生する検体検査サービスにおいて、高い信頼性を保ちつつ検

体搬送作業を行うことにより、労働力不足の克服や、検体検査サービ

スの信頼性・効率性を向上している。また、正確かつ最適な搬送の実

現のため、ロボットの群制御や無軌道自律移動などを実用化しており、

技術的な先進性も有している。

このように、ユーザーのニーズを満たして実用化に成功し、ロボット産業

の振興に貢献している点が評価され、「日本機械工業連合会会長賞」

の受賞となった。
展示ブース

受賞の盾受賞の喜びを伝える北野氏

シンポジウムで講演する北野氏甘利大臣と談笑 ロボットの表情 満席のシンポジウム会場

血液検体トレー 解説パネル

展示ブース

来場者説明

レセプションにて
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受賞ロボットの紹介　中小企業基盤整備機構理事長賞

超小型のACサーボアクチュエータ受賞の喜びを伝える清沢氏

説明をうける甘利大臣シンポジウムで講演する阿部氏 受賞の盾 指モジュール

審査委員会講評

ロボットは、様々な要素技術の摺り合わせによって構成されており、要

素技術の高度化や低コスト化はロボット産業の振興において重要であ

る。本アクチュエータは、これまでにない超小型・軽量化とともに、高精

度・高トルクを実現している。高速・高精度な動作を行うロボットハンドや

指の駆動部分などに使用され、装置全体の高精度化、小型化、軽量

化に貢献している。

ロボット産業において、中小企業は部品の供給等を担うことも多いが、

このような優れたアクチュエータを、独自のものづくり技術を活かして生

産・供給し、ロボット産業振興に貢献している点が評価され、「中小企業

基盤整備機構理事長賞」の受賞となった。

展示ブース

ハンドの動きに興味津々

部品を手にする来場者

開発チーム

様々なアクチュエータ

様々なアクチュエータ

来場者への説明
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受賞ロボットの紹介　審査委員特別賞

展示ブース受賞の喜びを伝える橋爪氏

操作体験する甘利大臣モニターを見ながらオペレーション シンポジウムで講演する橋爪氏 MR対応小型手術用マニピュレータ

審査委員会講評

従来の低侵襲外科手術における技術的困難を打開し、より高度で安

全な手術を可能とすることを目的として、ロボット技術を活用して開発さ

れたシステムであり、社会的意義は高い。また、本システムのように、磁

気共鳴診断(MR)画像誘導下の手術を可能とする小型手術支援シス

テムは世界でも例がなく、技術的な先進性も高い。まだ研究開発段階

ではあるが、実用化された際の社会的意義の高さや可能性の大きさな

どが高く評価され、今回「審査委員特別賞」の受賞となった。

手術用ロボティックシステム

開発チーム

受賞の盾

立体画像を体験する来場者

微細な動きを伝える器具

手術器具

操作体験する来場者
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受賞ロボットの紹介　優秀賞

ロボット五輪で金

受賞の喜びを伝える樺山氏

様々なロボットに組みかえ自由展示ブース 興味の尽きない子ども

ボールの色を見分ける

赤ちゃんのような感触の指

ボールを見分けるHOAP

HOAP開発チーム

HOAPと握手 愛嬌のあるHOAP サッカーボールを蹴る
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展示ブース

開発チーム受賞の喜びを伝える杉田氏

説明をうける甘利大臣交換、搬送のデモ ロボットに指示を出す来場者
展示ブース

展示ブース受賞の喜びを伝える池田氏

イブ開発チーム脳内血管に到達したカテーテル 真剣に体験する来場者 リアルに再現された血管

人の血管を忠実に再現したモデル
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熱心に説明を聞く来場者受賞の喜びを伝える粟森氏

消防ロボットチーム消防ロボットの重要な目 来場者説明

受賞の喜びを伝える藤田氏

説明をうける甘利大臣

説明をうける甘利大臣

展示ブース

ティーチングペンダント
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展示ブース

開発チーム受賞の喜びを伝える平井氏

来場者説明説明をうける甘利大臣 RTミドルウェアを使ったデモミドルウェア画面

ORiNによるデモ開発チーム

ORiN2パッケージ来場者説明 ORiNによるロボットセル 展示ブース
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甘利明経済産業大臣の挨拶 熱く握手する甘利大臣と稲葉社長

中小企業庁長尾部長より授与 miuroの動きに興味をもたれる甘利大臣

受賞ロボットの説明をうける甘利大臣.大賞のトロフィーをうけとる稲葉氏

金井会長より授与 開発の経緯を説明する北野氏

「今年のロボット」大賞

最優秀中小・ベンチャー企業賞

日本機械工業連合会会長賞

中小企業基盤整備機構理事長賞

THE ROBOT AWARD 2007

表彰式

イブ 医薬品容器交換ロボット

経済産業省秋庭課長より挨拶 日本機械工業連合会  金井会長より乾杯のご発声

HOAPマインドストームNXT

審査委員特別賞

優秀賞

田村理事より授与 受賞部品を説明する清沢氏

審査委員の鈴木氏より授与 手術ロボットを説明する橋爪氏

優秀賞13件に対して審査委員鈴木氏より授与 受賞者全員で 多くの報道陣

　■ 各ロボットを熱心にご覧になる
　　 甘利経済産業大臣

　■ 受賞者を祝うレセプション
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記念シンポジウム

開催概要 日　時　─────────────────────────────────────────────────────────────────────
2007年12月21日(金) 

13:30～17:10(受付は13:00開始)

場　所　────────────────────────────────────────────────────────────────────
TEPIAホール(東京都港区北青山、TEPIA4階)

受講者　────────────────────────────────────────────────────────────────────
ロボット開発者、ロボットビジネスへの参入を検討しているビジネスマン、自治体

関係者、ロボット研究者、一般の方々

参加費　────────────────────────────────────────────────────────────────────
無料

参加者　────────────────────────────────────────────────────────────────────
221名

プログラム　──────────────────────────────────────────────────────────────────
13:30 主催者挨拶
 経済産業省 製造産業局 局長
 細 野  哲 弘
13:45 特別講演(1)
 「パートナーロボットと作る未来のカタチ」
 トヨタ自動車株式会社 理事 パートナーロボット開発部長
 髙 木  宗 谷
14:25 「今年のロボット」大賞2007受賞ロボット紹介映像上映
14:45 休憩
14:50 受賞者講演
 「今年のロボット」大賞
 ファナック株式会社 常務役員 第一ロボット研究所 名誉所長 
 榊原 伸介
15:10 最優秀中小・ベンチャー企業賞
 株式会社ゼットエムピー 代表取締役社長
 谷 口  恒
15:30 日本機械工業連合会会長賞
 松下電工株式会社 生産技術研究所 副参事
 北 野  幸 彦
15:50 中小企業基盤整備機構理事長賞
 株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ
 マーケティング営業本部メカトロニクス製品営業技術
 阿 部  敏 之
16:10 審査委員特別賞
 九州大学大学院医学研究院先端医療医学・教授
 九州大学病院先端医工学診療部・部長
 橋 爪  誠
16:30 特別講演(2)
 「米国のロボット最新事情」
 GetRobo<ゲットロボ>編集長
 影 木  准 子
17:10 閉会予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略)

要　旨 [主催者挨拶]
主催者として、経済産業省産業局長の細野哲弘氏が挨拶した。今年で2回目となる「今
年のロボット」大賞の審査を通じての印象として、まず、「ロボットが活躍する領域が拡大し
ている」ことをあげ、人間の活動、行動において、できないこと、危険なこと、また手助けが
必要なことなど、人の補完ニーズとして様 な々分野にロボットが登場しつつあるとした。ま
た、審査委員特別賞を受賞した「MR画像誘導下小型手術用ロボティックシステム」等を
とりあげ、これからますます高まる社会ニーズのひとつとして「医療分野でのロボットの活
躍」に期待するとともに、その実用化に向けた法整備など国が対応しなければならない課
題への早期解決の必要性も述べた。
[特別講演]
続いてトヨタ自動車株式会社の理事、パートナーロボット開発部長の髙木宗谷氏が、特
別講演として「パートナーロボットと作る未来のカタチ」を行なった。愛・地球博などこれま
で披露されたトヨタのパートナーロボットの特徴や技術解説が多くの動画により詳しく紹介
された。そして今後の展開として、家事支援、介護・医療支援、パーソナル移動支援、製
造モノづくり支援の4方向で開発を進めるとし、そのために産官学の連携、サービスロボッ
トの安全規格化、様 な々法整備がキーになると述べた。
[受賞者講演]
そして各受賞者から、受賞ロボットの開発経緯や市場導入に向けた工夫や課題、今後
の取り組み等について熱く語っていただいた。ファナックの榊原伸介氏は、ロボットと人
間の役割のバランスを考え、人間は機械にはできないより付加価値の高い仕事ができる
ようにしたいと述べ、また今回受賞した食品分野や医療分野で活躍できるロボットなど、
産業用ロボットの働ける新領域の拡大を目指したいとした。続いてゼットエムピーの谷口
恒氏は、社の創業理念である「ロボット技術やサービスで、楽しく便利なライフスタイルの
創造を提案する」ことをとりあげ、その実現のかたちとしてミューロが受賞したことを大変う
れしく思うとした。女性や高齢者の方々にも認知、興味をもってもらえる商品として、今後
ヒューマンインターフェースをさらに追求し、身近な家電製品や住宅設備にロボット技術を
導入し、よりアクティブ型のライフエレクトロニクスを進めたいと述べた。松下電工の北野
幸彦氏は、ロボットの新しいチャレンジ領域として健康・検査分野への導入の苦労を披露
した。二度と採取できない貴重な血液検体を正確に安全に自動搬送する「信頼性」に
向けてお客様と多くのスタッフの努力がこのロボットに結実したことへ感謝するとともに、
私達の生命を守るこうした検査装置の市場拡大とそれに応えられる信頼性のあるロボッ
トの必要性をアピールした。次にハーモニック・ドライブ・システムズの阿部敏之氏は、社
名にもなっているハーモニックドライブのわずか3点の基本部品から高減速比を生み出す
しくみとその特徴を解説し、その小型、軽量、高出力などの利点を活かし、ヒューマノイドロ
ボットやロボットハンド、宇宙開発などでなくてはならない部品であることを述べた。現在研
究を進めている各種センサ、制御システムの組み込みにより、次世代の各種装置に対応
するとともに、さらに世界へ向けた市場を拡大していくとした。受賞者講演の最後には、九
州大学の橋爪誠氏から、未来の医療現場でのロボットの活躍イメージとして、飲むだけで
治療が可能なカプセルロボットや、救急車が到着するまでの6分間にコンビニなどでプレ
ホスピタルケアを行なうロボットなどが紹介された。さらに、患者の負担が少ない内視鏡手
術治療が全世界で、そして整形外科以外の領域でも広がってきている現状と、さらにそ
の正確な手術を進めるために、これまで内視鏡では見えないところを見えるようにするMR
技術と、直感的な操作を可能にする三次元システムの融合の必要性を解説した。そし
て、今回受賞した手術ロボットシステムを多くの医師がトレーニングを受け臨床の現場に
備えているとし、国内の法制度の解決や、事業化への努力を続けていきたいと述べた。
[特別講演]
シンポジウムの最後に、GetRobo<ゲットロボ>編集長の影木准子氏が特別講演として
「米国のロボット最新事情」を行なった。アイロボット社をはじめとする新興ベンチャー企
業による米国でのコンシューマー向けのロボット開発や市場動向が紹介された。多くのロ
ボット事業はこれからであり、来るべきロボット社会に向けて現在準備中の多くの企業が
「ステルスモード」であると述べた。また、日米のロボット開発の違いについて、日本のハー
ド重視に対して、米国はソフトウェア重視の傾向があるとした。そして、米国のコンテスト
形式のロボット開発が紹介され、社会認知、開発コスト面でのメリット、世界中から最高の
英知を集結している事例を上げ、日本版「ロボットのXプライズ」の創設を提言した。

細野哲弘氏挨拶
(経済産業省)

221名が参加したシンポジウム会場

特別講演・髙木宗谷氏
(トヨタ)

受賞者講演・榊原伸介氏
(ファナック)

受賞者講演・谷口恒氏
(ゼットエムピー)

受賞者講演・北野幸彦氏
(松下電工)

受賞者講演・阿部敏之氏
(ハーモニック・ドライブ・システムズ)

受賞者講演・橋爪誠氏
(九州大学)

特別講演・影木准子氏
(GetRobo)
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展示会

開催概要

会場構成

日　時　─────────────────────────────────────────────────────────────────────
2007年12月21日(金)～22日(土)　10:00～17:00

会　場　───────────────────────────────────
TEPIAエクジビションホール(東京都港区北青山 TEPIA3階)

対　象　───────────────────────────────────
ロボット開発者、ロボットビジネスへの参入を検討しているビジネスマン、自治体
関係者、ロボット研究者、一般の方々など

入場料　───────────────────────────────────
無料

入場者　───────────────────────────────────
1,465名(12月20日の関係者内覧会を含む)

話題となったロボット関連
ニュース(パネル/映像)

ロボット関連施策等のトピック等
(パネル)

ロボット・FA機器向けオープンネット
ワークインタフェース”ORiN”

小型ヒューマノイドロボットHOAP

連結式医薬品容器交換ロボット

血管内手術の技術トレーニングの
ための超精密人体ロボット イブ

MR画像誘導下小型手術用
ロボティックシステム

2台のM-430iAのビジュア
ルトラッキングによる高速ハ
ンドリング

超小型高精度高出力トルク
ACサーボアクチュエータ

国際標準準拠のRTミドルウェア
(OpenRTM-aist-0.4.0)

受　付

「今年のロボット」大賞2007
概要説明

The News of Robot 2007

会場風景
　■ 会場となったTEPIA

TEPIA外観 屋外サイン

受付カウンター(3F)TEPIA入口(1F)

来場者受付 受賞ロボット紹介映像上映

受賞ロボット紹介映像上映

The News of Robot 2007

　■ TEPIA 3Ｆ エクジビションホール

「今年のロボット」大賞
2006受賞ロボット展示
(ロボットによるビルの清掃システ
ム/KHR-2HV/食事支援ロボット
「マイスプーン」)

教育用レゴ マインドストームNXT

消防ロボット

無軌道自律走行ロボット
「血液検体搬送ロボットシステム」

miuro(ミューロ)

日本自転車振興会紹介コーナー

HG1T/HG1H形
小形ティーチングペンダント

表彰式会場/
受賞ロボット紹介映像上映

展示会場入口
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　■ TEPIA 3Ｆ 展示会場
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　■ 「今年のロボット」大賞2007概要パネル

THE ROBOT AWARD 2007

制作物

シンポジウム案内サイン プレス説明会サイン

1F入口サイン 1Fエントランスポスター

1Fエレベータ前サイン 3Fエレベータ前ポスター

　■ 館内各種案内サイン

　■ 屋外サイン



36　　「今年のロボット」大賞２００7　報告書 「今年のロボット」大賞２００7　報告書　　37

THE ROBOT AWARD 2007

　■ 受付背景パネル

　■ 日本自転車振興会紹介コーナー

　■ 来場者ＩＤフォルダー

　■ 表彰式バックパネル

　■ 受賞ロボット展示紹介例 (全13ブース)

「今年のロボット」大賞2006アンケート結果

ロボット関連ニュース(パネル) ロボット関連ニュース(映像)

受付背景パネル

日本自転車振興会紹介コーナー

表彰式バックパネル 受賞ロボット紹介映像上映

展示ブース基本構成(実機展示台、解説パネル)

壁面サインとパネル 「開発と実用化の軌跡」展示パネル

行灯型サイン

ロボット関連トピックス

2.オープニング 3.優秀賞紹介

4.大賞ロボット紹介 5.エンディング

1.競輪マークと補助事業表示

受賞ロボット紹介映像
（1～5の流れで約20分）
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表彰式、
レセプション案内封筒

表彰式、レセプション案内マップ 

　■ シンポジウムタイトル画面

映像スクリーンにタイトル表示

タイトル表示例

シンポジウムプログラム

優秀賞受賞通知 シンポジウム事前登録者通知

　■ シンポジウムプログラム

　■ 案内書類

表彰式、レセプション案内送付状 表彰式、レセプション出欠FAX用紙

<中村哲也氏の略歴>
1968年生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科
漆芸専攻修了。93年より制作活動を開始、98年から
は、「速そうな形態」を制作し、年々視覚的に記録を更
新し進化し続けている「レプリカシリーズ」の展開をはじ
める。今にも超高速で走り出しそうな機体を本物のよう
につくり出し、エンジンなどの機動ユニットは搭載してい
ないのに「視覚的な」速さで、見る者に直感的な快感
を与える作品になっている。しかも造形から塗装まで全
て手作業で行われ、手の存在を感じさせないほど精緻
な仕上がりは、「速さ」「強さ」といった抽象的概念その
ものの表現となり、モノの持つ形と表面性と、それに喚
起される人間の感情との関係を提示している。

トロフィーの意匠は、古くは大陸から伝わり日本の伝統的
な権威の象徴として永い間用いられてきた「鳳凰」をモ
チーフとしている。
作者は、中村哲也氏である。

表彰式、
レセプション案内状

　■ 表彰状・トロフィー

　■ 表彰式・レセプション案内状

表彰状(大賞) 表彰状(優秀賞)

ゴールドの大賞トロフィー 盾
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広報・宣伝・報道

「今年のロボット」大賞2007応募開始

日本経済新聞 (2007/07/19)

日経産業新聞(2007/07/19)

経済産業省HP(2007/07/18)

「今年のロボット」大賞公式HP 記念シンポジウム案内

日経産業新聞 (2007/11/28)

RoBot Watch(2007/07/19)

新聞広告(日経産業新聞2007/08/24、08/28)

日本経済新聞 (2007/11/28)

msnニュース(2007/11/28)

ロボメディア(2007/11/28)
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優秀賞の発表(公式WEB)

RobotWatch(2007/11/28)

ポスター、チラシ、広告

ポスター

日経産業新聞全5段広告(2007/12/12、12/19)

日本経済新聞夕刊半5段広告(2007/12/11、12/14、12/19)

チラシ

朝日小学生新聞全5段広告(2007/12/11、12/17)
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FujiSankeiBusinessi. (2007/12/21)

SankeiExpress (2007/12/21)

産経新聞 (2007/12/21)

朝日新聞 (2007/12/21)

東京新聞 (2007/12/21) 日刊工業新聞 (2007/12/21)

日刊自動車新聞 (2007/12/21)

日経産業新聞 (2007/12/21)

日本経済新聞 (2007/12/21)

毎日新聞 (2007/12/21)

大賞発表



46　　「今年のロボット」大賞２００7　報告書 「今年のロボット」大賞２００7　報告書　　47

THE ROBOT AWARD 2007

InternationalHeraldTribune (2007/12/22)

TheJapanTimes (2007/12/26)

しんぶん赤旗(2007/12/24)

毎日小学生新聞 (2007/12/26)

内外タイムス (2007/12/22)

読売新聞 (2007/12/27)

朝日小学生新聞 (2007/12/25)
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asahi.com (2007/12/25)

Fuji Sankei Businessi. (2007/12/21)

GAZOO.com (2007/12/22)

GetRobo Blog (2007/12/22)

ITpro (2007/12/20)

BCNランキング(2007/12/21)

nikkeiBPnet (2007/12/21)

Response. (2007/12/20)

The Internet & IT Network (2007/12/21)

Response. (2008/01/06)

weshow (2007/12/21)

RING!RING!プロジェクト(2007/12/21) RobotWatch (2007/12/21)
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主な取材一覧（順不同）

2008/1/19現在

■取材一覧  
No 分類 会社名 媒体

1 テレビ NHK

2 テレビ 日本テレビ スッキリ!

3 テレビ TBS 報道局映像センター

4 テレビ テレビ東京 報道局報道番組センター

5 テレビ テレビ東京 ニュースモーニングサテライト

6 テレビ 東京メトロポリタンテレビジョン TOKYO MX NEWS

7 テレビ NAVA スカイパーフェクTV!『プレスウォッチ』

8 テレビ 朝日ニュースター 朝日ニュースター『よみがえれニッポン』

9 通信社 ロイター・ジャパン ロイター・テレビジョン

10 通信社 共同通信社 共同通信

11 通信社 時事通信社 時事通信

12 通信社 ロイター・ジャパン ロイター通信

13 通信社 AP通信社 AP通信

14 通信社 EPA通信社 EPA通信

15 全国紙 日本経済新聞社 日本経済新聞ほか

16 全国紙 読売新聞社 読売新聞

17 全国紙 朝日新聞社 朝日新聞

18 全国紙 毎日新聞社 毎日新聞

19 全国紙 産経新聞社 産経新聞

20 全国紙 朝日新聞社 International Herald Tribune

21 産業紙 日刊工業新聞社 日刊工業新聞

22 夕刊紙 内外タイムス社 内外タイムス

23 学年紙 朝日学生新聞社 朝日小学生新聞/朝日中学生ウィークリー

24 業界紙 情報産業新聞社 情報産業新聞

25 業界紙 電波タイムス社 電波タイムス

26 業界紙 東京IT新聞 東京IT新聞

27 業界紙 日本電気協会新聞部 電気新聞

28 業界紙 日刊自動車新聞社 日刊自動車新聞

29 業界紙 日本物流新聞社東日本支社 日本物流新聞

30 業界紙 セキュリティ産業新聞社 セキュリティ産業新聞

31 業界紙 株式新聞社 株式新聞

32 業界紙 産報出版 溶接ニュース/産業特信

33 業界紙 IRIコマース&テクノロジー レスポンス

34 業界紙 電化新聞社 電化新聞

35 業界紙 投資経済社 投資経済

36 WEB 日経ホーム出版社 NIKKEI NET「日経トレンディWeb」

37 WEB 日経BP社 日経TRENDY net

38 WEB Robot Watch Robot Watch

39 WEB 日本経済新聞社デジタルメディア 日経ブロードバンドニュース

40 WEB RTF アールフューチャー

41 WEB BCN BCN

42 WEB Tokyo FM  "Tapestry"のWEB

43 ビジネス誌 日経BP社 日経パソコン

44 ビジネス誌 日経BP社 日経エレクトロニクス

45 ビジネス誌 ダイヤモンド社 週刊ダイヤモンド

46 専門誌 ニュースダイジェスト社 月刊生産財マーケティング

47 専門誌 オーム社 ロボコンマガジン

48 専門誌 シーエムシー出版

49 その他 DISCONTENT

50 その他 日本科学未来館 科学コミュニケーション推進室

51 その他 独立行政法人中小企業基盤整備機構

52 その他 シクロイマージュ

53 その他 ゲッティ イメージズ ジャパン

54 その他 ロボットメディア

55 その他 経済産業調査会

56 その他 楠田インターナショナル Industrial Robot

57 その他 エスブイ企画

■主なテレビ放映一覧
メディア 日付 備考

1 NHK「いっと6けん」 12月17日 17秒

2 MX「TOKYO MX ニュース」18:00 12月20日 48秒

3 MX「TOKYO MX ニュース」21:30 12月20日 48秒

4 NHK「ニュース7」 12月20日 32秒

5 TX「速ホウ!」 12月20日 10秒

6 TBS「みのもんたの朝ズバッ!」 12月21日 27秒

7 TX「News モーニングサテライト」 12月21日 1分6秒

8 TX「News モーニングサテライト」 12月25日 4分1秒

9 (共同通信より各地方局へ映像配信) 12月21日

■主な新聞報道一覧
メディア 日付

1 日本経済新聞 7月19日、11月28日、12月21日

2 日経産業新聞 7月19日、11月28日、12月21日

3 朝日新聞 12月21日

4 産経新聞 12月21日

5 毎日新聞 12月21日

6 東京新聞 12月21日

7 Fuji Sankei Business i. 12月21日

8 日刊工業新聞 12月21日

9 Sankei Express 12月21日

10 日刊自動車新聞 12月21日

11 内外タイムス 12月22日

12 International Herald Tribune 12月22日

13 しんぶん赤旗 12月24日

14 朝日小学生新聞 12月25日

15 毎日小学生新聞 12月26日

16 TheJapanTimes 12月26日

17 読売新聞 12月27日

ロボコンマガジン(2007/12/20)

東北経済産業局(2007/08/22)

山陰中央新報WebNews(2007-12-20)

 ロボコンマガジン広告・カラー(2007/12/14)

日経トレンディネット (2007/12/27)

東京IT新聞(2008/01/16)

毎日jp (2007/12/21)

日経ものづくり広告・カラー (2008/01/30)

58 その他 日本科学技術ジャーナリスト会議

59 その他 千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター

60 その他 サイコム・インターナショナル

61 その他 家庭通信社

62 その他 中天電視
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